
金
滞
古
蹟
志
巻
・
三
十

に
て
胸
板
を
打
ぬ
か
れ
、
ニ
ク
所
手
を
負
罷
退
候
。
共
場
に
在
v
之
者

共
、
渡
越
大
串
・
問
中
八
右
衛
門
・
木
村
檎
兵
衛
・
岡
本
左
門
・
長
井
平

兵
衛
、
此
者
共
能
存
知
候
。
と
あ
り
。

。
横
山
氏
家
士
湯
村
四
郎
右
衛
門
健

元
和
二
年
武
功
書
に
云
ふ
。
百
石
津
村
四
郎
右
衛
門
。
先
年
越
前
に

て
、
魚
住
備
後
守
を
宮
田
と
申
仁
腹
を
骨
伊
切
候
刻
、
我
等
宮
田
所
へ

罷
出
候
時
分
、
宮
岡
府
中
郡
を
持
被
v
申
底
、
一
授
起
り
候
に
付
、
野

間
口
に
て
首
一
つ
討
取
、
此
鐙
人
は
三
河
衆
鈴
木
小
右
衛
門
と
申

仁
、
子
v
今
奥
村
河
内
守
殿
に
在
v
之
、
能
存
知
候
。
叉
越
前
長
滑
寺
山

へ
、
朝
倉
孫
三
郎
・
同
小
林
雨
入
之
衆
、
川
よ
り
北
共
外
加
州
之
一

授
を
起
し
、
彼
長
清
寺
山
ま
で
取
詰
候
刻
‘
共
場
に
て
我
等
も
鎚
焼

八
ク
所
負
候
。
共
跡
か
く
れ
無
a
御
座
-
候
間
申
上
候
。
鈴
木
小
方
街
門

と
申
仁
可
E

存
知
-
候
。
共
上
片
山
次
郎
兵
衛
杯
存
知
候
へ

εも
相
呆

〈
回
」

候
。
是
非
無
昌
御
座
-
候
。
又
加
州
鶴
来
口
月
林
之
城
、
柴
用
殿
御
攻

被
v
成
候
刻
、
二
J

丸
に
て
首
一
つ
討
取
候
。
詮
人
御
座
侯
得
共
、
越

前
の
者
に
て
候
問
.
居
申
も
叉
相
果
候
も
不
=
存
知
-
候
。
柴
田
殿
布
市

を
御
破
被
v
成
候
時
、
む
か
新
保
村
に
て
首
一
つ
討
取
候
。
加
様
の
儀

も
御
馬
廻
に
御
座
侯
背
地
阻
郎
左
衛
門
可
v
被
=
存
知
吋
と
あ
り
。
三
州

を
、
時
稽
し
て
岡
町
と
呼
ぺ
り
と
。
一
訟
に
は
、
昔
は
此
の
地
建
都

て
水
閃
な
る
に
依
り
て
、
町
地
と
成
り
し
時
間
町
と
稀
す
と
も
い
へ

り
。
明
治
厳
審
置
m
腕
の
後
は
‘
遁
々
家
屋
を
段
ち
、
再
び
水
聞
と
た

し
た
り
。

。
三
段
崎
孫
市
奮
邸

混
見
摘
穏
に
‘
三
間
崎
孫
市
宅
は
田
町
也
。
子
共
の
代
に
断
絶
す
。

と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
寛
永
十
九
年
小
松
土
岐
に
、
三
百
石
三
段
崎

孫
市
。
と
見
h
た
り
。
慶
長
十
七
八
年
の
士
幌
に
‘
馬
廻
組
三
百
石
三

反
崎
猪
助
、
元
和
元
・
二
年
の
士
幌
に
馬
廻
組
三
百
石
三
反
崎
小
兵

衛
、
寛
永
四
年
の
士
艇
に
も
同
様
に
記
載
す
。
孫
市
の
父
た
ら
ん
か
。

山
本
基
庸
も
本
姓
三
段
崎
也
。
系
固
岐
に
、
本
国
近
江
本
姓
三
段
崎
。

元
組
三
段
崎
港
江
守
高
景
、
足
利
隼
民
将
軍
事
v
仕
‘
二
代
三
段
崎
磯

景
、
三
代
三
段
崎
弾
正
忠
景
遇
、
四
代
三
段
崎
景
俊
‘
五
代
三
段
崎

景
観
、
六
代
三
段
崎
景
行
、
七
代
三
段
崎
孫
三
郎
。
教
代
江
州
山
本

村
居
住
故
、
孫
三
郎
の
男
左
兵
衛
首
宇
を
山
本
と
改
稀
す
と
あ
り
。

孫
市
が
家
は
、
共
の
類
族
に

τ、
後
三
忌
三
段
崎
と
稀
し
た
る
も
の

也
。
三
段
崎
を
三
反
崎
或
は
三
岡
崎
と
も
書
け
り
。

O
三
段
崎
孫
市
侮
話

金
滞
古
蹟
志
舎
三
十

五-
凶

志
古
嘘
考
頭
番
に
一
宮
ふ
。
横
山
藤
左
衛
門
と
一
宮
ふ
士
、
松
任
城
主

徳
山
五
兵
衛
よ
り
判
形
肉
曹
の
感
書
に
、
去
朔
日
月
林
披
被
v
骨
F
攻

候
時
、
進
出
合
v
鑓
、
印
敵
討
昌
捕
之
一
無
a
比
類
-
働
共
候
。
勝
家
入
且
御

覧
一
毎
度
忠
節
紳
妙
之
由
被
v
成
昌
御
感
-
供
。
と
あ
り
。
是
即
ち
天
正

八
年
な
る
ぺ
し
。
と
い
へ
り
。
月
林
は
石
川
郡
月
橋
村
也
。
叉
柴
田

勝
家
宥
川
郡
野
々
市
城
を
攻
め
た
る
も
、
天
正
八
年
也
と
い
へ
り
。

。

火

除

町

元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
天
一
柳
町
・
火
除
町
・
岡
町
。
と
並

べ
載
せ
た
り
。
延
貨
の
金
滞
閏
を
見
る
に
‘
金
滞
市
中
に
火
除
地
と

記
し
た
る
地
所
甚
だ
多
し
。
延
貨
の
頃
迄
は
‘
火
災
の
矯
め
所
々
に

明
地
を
設
け
あ
り
し
か
ど
、
金
津
市
中
繁
昌
し
て
家
屋
増
益
す
る
に

随
ひ
、
遁
々
火
除
地
を
ば
邸
地
と
な
し
、
町
名
を
も
火
除
町
と
呼
ぴ

た
る
も
の
也
。
火
除
は
火
避
の
義
な
り
。
故
に
享
和
三
年
幕
府
へ
進

達
金
津
町
名
寄
に
‘
火
港
町
と
載
せ
た
り
。

。

田

町

高
治
三
年
七
月
の
書
面
に
、
岡
町
喜
兵
衛
と
云
ふ
者
。
事
を
記
較

す
。
一
議
九
年
の
地
子
町
長
裁
部
、
岡
町
悶
言
語
。
と
あ
り

て
、
往
古
は
此
の
地
問
井
の
村
地
な
り
。
故
に
岡
井
町
と
い
ふ
べ
き

混
見
摘
お
に
一
宮
ふ
。
務
士
毛
利
庄
兵
衛
十
五
・
六
歳
の
時
分
、
榊
原
盟

磁
と
去
ふ
足
駿
小
頭
、
元
は
他
闘
浪
人
に
て
、
金
樺
へ
来
り
、
伊
崎

所
左
衛
門
親
父
と
好
み
有
り
て
た
よ
り
居
た
る
島
、
滞
間
五
郎
左
衛

門
父
鍬
焔
大
将
と
成
、
足
粧
小
頭
に
相
締
約
束
の
脂
、
毛
利
庄
兵
衛

へ
男
色
の
心
を
懸
け
、
三
問
的
孫
市
と
て
三
百
石
取
馬
廻
の
家
来
、

三
械
と
一
宮
ふ
草
履
取
を
額
み
、
寄
般
を
治
す
と
い
へ
ど
も
、
返
事
不
v

致
。
盟
隣
立
腹
し
、
承
引
無
v
之
ば
見
合
次
第
可
a
打
表
炉
左
ぽ
可
a

切
込
-
皆
申
越
。
座
兵
衛
草
履
取
此
由
を
承
り
、
庄
兵
衛
親
へ
告
げ
L

る
慮
、
以
之
外
腹
立
、
右
之
段
組
顕
へ
演
越
す
。
組
頭
育
上
に
及
ぶ

慮
、
中
納
言
利
常
卿
御
怒
被
v
成
、
早
速
召
捕
る
や
う
に
と
の
御
意
に

て
、
邸
時
に
生
捕
、
彼
伎
を
仕
者
吟
味
之
島
、
三
岡
崎
孫
市
が
家
来

と
聞
え
、
召
捕
る
や
う
に
被
=
仰
問
吋
三
磁
此
由
を
聞
き
逐
電
し
、
小

立
野
天
徳
院
の
内
総
有
り
け
ん
、
額
み
け
る
出
側
、
上
方
へ
走
り
候
へ

と
て
路
銀
給
り
、
則
出
奔
せ
し
慮
、
利
常
卿
御
憤
り
醤
敷
、
回
数
十

五
日
の
内
に
不
昌
帯
出
-
ぽ
、
家
来
の
代
り
孫
市
切
腹
可
v
被
且
仰
付
-
回
目

被
一
-
仰
出
-
故
、
金
津
中
大
聖
寺
漣
迄
薄
ぬ
る
と
い
へ
ど
も
不
ν
知
。
孫

市
は
且
て
驚
き
け
る
気
色
も
た
し
。
三
磁
は
越
前
金
品
停
に
隠
れ
居
た

る
慮
K
.
加
州
の
馬
士
通
り
け
る
故
、
金
揮
に
替
る
事
な
き
哉
と
問

五
五




